
当院には、『切れ目がないように医療・介護・福祉への支援を目指し、患者様がHAPPYになるように

生活をサポートする』を合言葉に日々奮闘する連携サポートセンターがございます。

冠婚葬祭・旅行・ご家族様のご入院などで短期入院（レスパイト入院）が必要な場合はお気軽に

ご相談ください！
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人にはなかなか相談しづらいおしりのその症状、気になっていませんか？
あなたの症状についてチェックしてみましょう。

□ 血が出る → 痔核、裂肛、内痔核、肛門潰瘍

□ 便に血が混じる → 大腸炎、大腸ポリープ、大腸がん、痔核

□ 肛門からイボのようなものが出ている → 痔核、肛門ポリープ

□ 肛門のまわりが腫れている → 肛門周囲膿瘍

□ 肛門が痛い → 血栓性外痔核、裂肛、嵌頓痔核、皮膚炎

□ 肛門がかゆい → 痔瘻、痔核、裂肛、皮膚炎

□ 便が常に細い → 直腸ポリープ、直腸がん

□ 便秘がち

□ 下痢がち 常にある場合は消化管に異常あり

□ 便秘と下痢を繰り返す

どれか1つでも繰り返す症状があれば、肛門の病気（痔など）や、大腸の病気が疑われます。

肛門や大腸の病気は 早く見つけて、早く治療すれば多くの場合心配する必要がありません。

ガマンしたり、そのままにせず、ぜひ 森田病院 外科 にご相談ください。

森田病院 連携サポートセンター
0761-21-1746

あてはまる方は
それぞれこのような病気が疑われます。

外　科 月 火 水 木 金 土

ＡＭ
8：30-12：00

〇 〇 － 〇 〇 〇

ＰＭ
2：30-5：00

〇 〇 － 〇 〇 －

外科 中村寿彦（なかむら かずひこ）

か ん と ん じ か く



お問い合わせ先：医療法人社団さくら会森田病院 小松市園町ホ99番地1 TEL 0761-21-1555 FAX 0761-22-8734
介護老人保健施設さくら園 小松市園町ホ35番地 TEL 0761-21-7261 FAX 0761-21-7262

さくら
通信編

コロナ感染予防のため開催を見合わせていた『ふれあい講座』ですが、感染対策を十分に行い次の通り開催いたします。

第1部

13：00〜13：15

「冬は高齢者にとって危険がいっぱい」

講師：村上眞也（むらかみ しんや）

（さくら園施設長

元小松市民病院名誉院長）

13：15〜13：30

「体があたたまる体操」

講師：リハビリテーションスタッフ

第1部

日時：12月15日（水） 13：00〜13：30 場所：さくら園（森田病院うら）１階ホール

参加ご希望の方は、森田病院受付（0761-21-1555）までお知らせください。

感染対策を行って開催します。体調の悪い方の参加はご遠慮ください。
※参加人数は先着20名程度と致します。ご参加の方には粗品進呈！！

第２部

「冬 場 の 健 康 管 理」第5回

認知症というと、ひどい物忘れを連想します。例えば、朝食べたものが何だったか思い出せないの
は加齢による物忘れですが、認知症では食べたこと自体を忘れています。このような記憶障害以外に
も、判断力の低下、理解力の低下、見当識障害（時間・場所・人がわからない）、実行機能障害
（いつも作っている料理が作れないなど）の症状がみられます。また、多弁・多動、暴言・暴力、排泄
トラブル、食行動の異常（過食や拒食、異食など）、昼夜逆転（昼間に寝て夜は興奮して寝られな
い）、幻覚、妄想などの症状がみられることもあります。活気がなくなりふさぎ込むようなうつ症状がみら
れることもあり、精神疾患との区別が難しい場合もあります。

認知症かなと思ったら、早めに病院を受診してください。まずは認知症なのかどうかの診断をし、
次にその原因を調べます。認知症の原因は様々で、甲状腺機能低下症や正常圧水頭症などの病
気が原因の場合、その原因を取り除くことで認知症の症状が改善することもあります。また認知症の
種類によっては、お薬で進行を遅らせたり、症状を改善したりできることもあります。
また、ご家族をサポートするためのサービスについても病院で相談していただけます。不安になったら、
迷わず気軽に病院に相談してください。簡単な質問形式の認知症テストからやってみましょう。

内科 北村智子（きたむら ともこ）

月 火 水 木 金 土

ＡＭ
8：30-12：00

ー ー ー ー 〇 ー

ＰＭ
2：30-6：00

ー ー ー 〇 ー ー
内科
認知症サポート医 森田卓朗（もりた たくろう）

お困りごとあれば何でも
お気軽に相談してください

当院には認知症サポート医がいます。

認知症サポート医


